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誰にでもできるボランティア
　「ボランティア」という言葉を聞い

たとき、皆さんはどんなイメージを

浮かべますか。何だか自分の生活と

は縁遠いと感じる人もいると思いま

す。時間をつくって特別に何かをす

るというイメージもあるかもしれま

せん。多くの人は施設を表敬訪問し

たり、募金を集めたりする行為をそ

の代表的なイメージとしてとらえて

いませんか。そうだとすると、時間

のない人にはボランティアはできな

いことになってしまいますよね。で

は、そもそもボランティアとは何で

しょう。辞典で調べるとボランティ

アとは「人のために自分から進んで

行う行為」とあります。つまり、人

のために自分でできることを無償で

行う行為はすべてボランティアにな

るわけです。特別に時間や手間をか

けて行わなければいけないわけでは

ありません。人のためになることを

自分のできる範囲で行動する。これ

なら誰にでもできそうな気がしませ

んか。では、そんな身近なボラン

ティアについて考えてみましょう。

　日々の生活の中でこんな場面をよ

く見掛けます。駐車場が込んでいる

とき、身障者マークのない車が身障

者専用駐車場に止まっている。多く

の人が顔をしかめる場面ですね。

きっと、駐車したい人に悪気がある

わけではなく「ほんのわずかな時間

だから」「やっているのは自分だけで

はないから」そのくらい軽い気持ち

でしょう。しかし、そのことでいざ

本当に使いたい人が困るとしたら

…。

　「どんなに混んでいても自分の意

志で身障者専用駐車場には車を止め

ない」たったこれだけのことでもボ

ランティア活動だと言えるのではな

いでしょうか。体の不自由な人のた

めに自分から進んで駐車場を空けよ

うとしているのですから。こんなわ

ずかな行為の積み重ね（電車などで

お年寄りに席を譲る。目の不自由な

人が道に迷っていたら進んで声を掛

けるなど）が地域社会を豊かにして

いくのだと思います。共に暮らすい

ろいろな人たちのことを気遣う。視

線を相手に合わせてものを見る。そ

れだけで今まで見えなかった相手の

気持ちに気付くことができます。実

はそういった気持ちこそがボラン

ティアの本質ではないでしょうか。

□問い合わせ　ボランティア活動推

進会議（まちづくり推進課内）（内線

６３６）

ボ ラ ン ポ

②通 信

心のバリアフリー
　「なんやお前は。シンショウか？」

　新任のころ、部活動中にミスを繰

り返す子を、こう言って責めた生徒

をきつく叱ったことがあります。

　「ノーマライゼーション」（障害者

など社会的に不利を負う人々が地域

で普通の生活をあるがままの姿で営

むことを当然とする福祉の基本的考

え）の理念が普及し、バリアフリー

という言葉も社会にほぼ定着した観

のある現在ですが、障害を抱えた方

へのこうした心無い言葉や、その背

後にある意識は、いまだ完全にぬぐ

い去られたとは言いがたいと思いま

す。

　少し前になりますが、６月６日付

け中日新聞の『青空』欄に、ピアニ

ストのＫさんの記事が載っていまし

た。先天性の視聴覚障害と手足の障

害を抱え、生きる希望すらなくしか

けていた彼女の人生は、ピアノに出

会うことで転機を迎えます。ピアノ

のペダルに足が届かなかったり、指

の障害で難度の高くない曲につまず

いたりと、次々に現れるハードルを

人一倍の努力で克服した彼女の演奏

は、繊細さに意志の強さが厚みを加

え、海外のコンサートで大 喝采 を浴
かっさい

びるまでになりました。

　ピアノのペダルを踏むこと。指を

動かすこと。私が何の苦もなくでき

る動作が、強い意志の力で克服され

なければならなかったという事実

に、強い衝撃を受けました。何気な

い日常の生を、無意識に漫然と過ご

すことのできる私と、全力で努力し

てはじめて乗り越えられるＫさん。

努力して何かを乗り越えることで人

の心が磨かれ、鍛えられるならば、

私と彼女とでは、意志の強さや感性

の輝きといったものに一体どれほど

の差が付くのでしょう。

　この記事で、ノーマライゼーショ

ンという言葉について、ひときわ重

く深く考えさせられました。障害な

ど社会的に負う不利の有無を問わ

ず、そこに住む人が、他者のありの

ままの生き方の中に、自分の生き方

を重ね、謙虚に学び、尊重し合って

生きようとする意志を持つことがで

きるか。行動することができるか。

そこが、この理念の肝心なのだと思

います。

□社会教育課�４３-２１１２（内線２１７・

鈴木）
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　市では介護が必要な高齢者の在宅

での生活の手助けとして、住宅改修

の資金を助成しています。介護が必

要な方で、住宅改修を希望される方

はお申し込みください。

�改修の対象　改修の対象となるの

は、既存住宅の浴室、洗面所、台所、

便所、玄関、廊下などを高齢者に適

応するよう改善するための経費で

す。住宅の構造や資産価値を著しく

変化させる工事については、助成の

対象となりません。

�対象者　６５歳以上の介護が必要な

高齢者や同居家族、同居しようとす

る方で、世帯の生計中心者の前年度

所得税額が１４万円以下の方。

�助成額　介護保険法による助成お

よび岐阜県の『高齢者生き生き住宅

改修』制度による助成の合計額（最

高７０万円）。（ただし、所得により�

の負担率による自己負担金あり）

�自己負担　生計中心者の前年所得

により負担率が異なります。予算の

範囲内で助成します。

�受付　随時受け付けします。

�提出書類　申請書に次の書類を添

えて申請してください。

�見積書の写し

�平面図と改修を要する部分の写真

�承諾書（借家または借間の場合）

�対象者の決定　申請書を受け付け

た後、福祉あんしんサポートセン

ターによる調査を行います。調査結

果と意見を基に、助成の可否を決定

します。決定まで１～２カ月かかり

ます。

�その他　改修工事が完了したもの

や改修工事に着手したものについて

は対象となりません。

□問い合わせ　高齢福祉課（内線

１２４）

介護が必要な高齢者の住宅改修資金を助成します

負担率前年所得税額
０㌫０円

負担率２０㌫３万円以下
負担率４０㌫１４万円以下
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　大雨による災害から身を守り、財

産の被害を防ぐため、次の点を心掛

けましょう。

①テレビ・ラジオ・新聞が伝える気

象情報に注意、常に最新の情報を聞

くようにする。

②自分で雨量を測るとき、１時間に

２０㍉ 以上、降り始めてから１００㍉ 以

上になった場合は被害の出る恐れが

ある。強い雨が降ったら、家の周り

の安全を確かめる。

③危険な場所に近づかない。雨で増

水した小川や側溝、マンホールは境

界が見えにくくなり、転落事故が起

こりやすい。

④土砂災害の次のような前触れに気

付いた場合、周りの人に知らせて一

緒に避難する。

△

雨が降り続いているのに川の水位

が下がる　

△

急に川の流れが濁り流

木が混ざる　

△

山鳴りがする　

△

が

けに割れ目が見える　

△

がけから水

がわき出る　

△

がけから小石がパラ

パラと落ちる

⑤危険を感じたり、防災機関から指

示があったりしたら速やかに避難す

る。「むだ足覚悟で早めの避難」を心

掛ける。

⑥避難の際は、持ち物を最小限にし

て背中に背負うなどして、とっさの

とき両手が自由に使えるようにす

る。浸水の場所を避難するときは、

特に履物や足元に注意する。子ども

やお年寄りから目を離さず、手を引

くなど手助けを忘れずに。

⑦自分の住んでいる地域で、過去に

洪水・浸水や山崩れ・がけ崩れの災

害が発生したことがあるか、またど

のような危険があるか本年度配布し

た「防災マニュアル」を確認して調

べておく。

□問い合わせ　防災対策課（内線

３１５）、市消防本部消防課�２６－０１１９

（内線６１４）

お酒をやめたい方へ

東濃断酒新生会創立４０周年記念講演会　

　岐阜東濃断酒新生会創立４０周年記念講演会が恵那文

化センターで開催されます。

　この会は、酒を断ち新しい人生を歩もうと頑張って

いる人たちの会です。

　お酒をやめたい方、お酒を止めて欲しいと願う家族

の方、心に悩みを持つ方など一般の皆さんの参加をお

待ちしています。

□とき　８月２７日�午後０時半～

□ところ　恵那文化センター

□講演会　テーマ「幸せへの道」（参加無料）

□講師　白坂知信先生（全断連顧問、北海道石橋病院

長）

□問い合わせ　岐阜東濃断酒新生会　渡辺久生�

０５７４-６７-１０８２、三宅清秀�５４-２５２９
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アートに触れる旅へ

走る県政バス参加者
　岐阜県では、県の取り組みへの理

解を深めていただくため、県民の皆

さんを県の施設へご案内する「走る

県政バス」事業を実施しています。

　今回は、本年４月１日から実施し

ている「ぎふ東濃アートツーリズム」

のキャンペーンとして、東濃圏域の

さまざまなアート施設を巡ります。

夏休みの思い出づくりに、親子そ

ろって「アートに触れるたび」に出

掛けてみませんか。

□とき　８月２５日�午前８時半～午

後５時５０分（予定）

□行程　①こども陶器博物館（多治

見市）　②岐阜県現代陶芸美術館（多

治見市）　③土岐美濃焼街道どんぶ

り会館（昼食）（土岐市）　④サイエ

ンスワールド、化石博物館、地球回

廊、市之瀬廣太記念美術館、陶磁資

料館（いずれも瑞浪市）

□集合場所　①恵那総合庁舎　②東

濃西部総合庁舎　※いずれかに集合

□対象　東濃圏域（多治見市、中津

川市、瑞浪市、恵那市および土岐市）

の小中学生とその保護者４０人　※申

し込み者多数の場合抽選

□参加費用　①集合場所までの往復

交通費用　②飲食代　③こども陶器

博物館の入館料（大人のみ３００円）

□申し込み方法　往復はがきに、①

郵便番号　②住所　③参加者全員の

氏名と年齢（学年）　④電話番号（携

帯可）―を明記の上、８月１５日�（必

着）までに事務局へ郵送。

　Ｅメールでの申し込みも受け付け

ています。必要事項を記入し、件名

を「走る県政バス参加希望」として

送信してください。

□申し込み・問い合わせ　〒５０７-

８７０８多治見市上野町５-６８- １　岐阜

県東濃振興局振興課「走る県政バス」

係�０５７２-２３-１１１１（内線２１１）

�c20507@pref.gifu.lg.jp

募 集

　公営住宅、若者住宅入居者を募集

します。

□入居条件　 ▽住宅に困っている方

▽市税を滞納していない方　 ▽下表

の入居資格を満たす方

□申込期間　８月１日�～１４日�

※土・日を除く

□入居可能日　８月下旬以降

□申し込み方法　建築住宅課または

南部５振興事務所にある申込書に必

要書類を添えて提出。

□問い合わせ　建築住宅課（内線

２３８）

□募集住宅
【公営住宅】

入居資格

所在地戸数家賃間取り構造団地名 年齢
制限

所得
制限

同居
親族

市内
在住
在勤

○○○山岡町１戸￥２４,０００～
３９,８００４ＤＫ木造２階建て田沢

○○○明智町１戸￥２４,２００～
４０,０００３ＬＤＫ中層耐火３階建て滝坂ハイツ

【若者住宅】

○○上矢作町１戸￥１７,０００２ＤＫ木造平屋建て川原島若者

※入居予定日から３カ月以内に婚姻される方は、同居親族の資格があります。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅ののののののののののののののののののののの入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集住宅の入居者を募集

第２回

山岡水中機能訓練教室生徒
　転倒、骨折から寝たきりにならな

いため水中歩行して足、腰を鍛えま

せんか。

□とき　８月３１日、９月７日、１４日、

２８日、１０月１２日、２６日、１１月９日、１６

日、３０日（木曜日・９回）午後１時

半～３時

□ところ　山岡健康増進センター運

動浴槽

□対象　

△

６５歳以上の介護認定を受

けてなく、整形外科的疾患、肥満が

ある方で温水プールのリハビリを勧

められている方　

△

会場まで自分ま

たは家族の送迎で来られる方

□内容　温水プールでの筋肉トレー

ニング・可動域増大のための訓練

□定員　１５人

□参加費　施設利用料１回３００円

□必要な物　医師の許可書、水着、

帽子、タオル、飲み物

□講師　理学療法士、看護師

□申し込み期限　８月１６日�

□申し込み・問い合わせ　山岡福祉

あんしんサポートセンター�５７-

３０２０

土地利用に関する意見交換会参加者
　土地をどう使えば暮らしやすいま

ちになるのでしょうか。互いに意見

を言い、聞き、一緒に考える意見交

換会の参加者を募集します。

□とき　８月３１日�午後１時～４時

□ところ　瑞浪市総合文化センター

□締め切り　８月１８日�　※申し込

み者多数の場合抽選

□その他　詳細はお問い合わせくだ

さい。

□申し込み・問い合わせ　〒５００-

８５７０岐阜県都市政策課土地計画調査

担当�０５８-２７１-１１１１（内線３７５９）�

０５８-２７１-７６８６

�c11654@pref.gifu.lg.jp

シアター恵那開催情報

□お盆特別（ＳＰⅠ）シリーズ

８月１４日�～１８日�

□高原シリーズ

８月２９日�～９月１日�

□問い合わせ　シアター恵那�

２５-７７６７
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一緒に赤ちゃんを応援しませんか

ブックスタート・ボランティア
　ブックスタートは保健センターで

実施する６カ月児教室の際、赤ちゃ

んと保護者が絵本を通して向かい合

い、暖かく楽しい言葉のひと時をつ

くっていただけたらという目的で

行っている子育ての支援事業です。

　この事業では、絵本をプレゼント

して図書館職員、ボランティアによ

る読み聞かせや本の紹介を行ってい

ます。絵本の好きな方、赤ちゃんと

保護者の方に絵本の楽しみを伝えて

いただけるボランティアを募集して

います。

□問い合わせ　市図書館�２５-５１２０

あなたも発明家に

発明くふう展の作品　

　２００６年恵那発明くふう展が９月１５

日�～１７日�の３日間、バロー恵那

店で開催されます。

　�発明協会岐阜県支部恵那支会で

は、出展作品を募集しています。皆

さんも普段の生活の中で思いついた

ちょっとした「工夫」や「発明」を、

この機会にぜひ応募してみません

か。

□応募部門　�第１部＝一般の部　

�第２部＝児童・生徒・教職員の部

�第３部＝児童・生徒の絵画の部　

�第４部＝リサイクルの部

□申し込み方法　９月８日�までに

定められた申込書に記入の上、市役

所商工観光課まで提出ください。申

込書は商工観光課にあります。

□問い合わせ　商工観光課商業係

（内線５２３）

発明協会会員　

　�発明協会では会員を募集してい

ます。発明に興味のある方、発明を

してみたい方、ご連絡ください。

□問い合わせ　商工観光課商業係

（内線５２３）

平成１９年版

岐阜県民手帳の予約
　平成１９年版岐阜県民手帳の予約を

受け付けます。購入を希望される方

は、市役所またはお近くの振興事務

所までお申し込みください。

□申込み期限　８月１５日�

□販売価格　４８０円（税込）（色は紺、

あずき色、灰色、水色）

□配布時期　１０月下旬

□問い合わせ　企画課（内線３３１）

未来の恵那市にご意見を

市次世代育成支援市民会議委員
　市では次世代育成支援行動計画を

「みんなで育もう　きらきら恵那の

宝」を基本理念に平成１７年３月に策

定しました。

　この計画の進み具合を点検すると

ともに、今後の次世代をはぐくむ諸

施策の提言を行っていただく委員を

募集します。あなたの貴重な意見を

お聞かせください。次世代育成支援

や少子化対策に関心のある方、ボラ

ンティアで委員に応募しませんか。

□募集人員　若干名

□締め切り　７月３１日� 

□問い合わせ　少子化対策推進室

（内線２２９）

災害ボランティアコーディネーター

養成講座受講生
　東海地震、東南海地震に備えてあ

なたは何をしますか。市では災害ボ

ランティアコーディネーター講習を

実施し、災害時に実際に動ける市民

の育成と災害に強いまちづくりを目

指します。

□とき　８月２６日�、２７日�

□時間　２６日午後１時～２７日正午　

※避難所体験演習のため宿泊可

□ところ　恵那南部農業者トレーニ

ングセンター（三郷町野井１３６３-３・

旧野井小学校）

□受講料　１,０００円（当日徴収）

□定員　５０人

□内容　

△

災害ボランティアコー

ディネーターとは　

△

地震のメカニ

ズムと東海地震などの警戒　

△

地震

発生から避難所開設までの実践演習

△

炊き出し演習　※修了者に修了証

を授与

□持ち物　米１合、軍手、水筒、筆

記用具、寝袋など宿泊できるもの

（宿泊する方のみ）

□申し込み・問い合わせ　まちづく

り市民協会�２０-０６５７、市役所防災

対策課（内線３１６）、恵那市社会福祉

協議会�２６-５２２１

募 集

 わたしたちのまちが泣いているよ！
　私たち『花のまち恵那』では、恵那駅周辺の花飾り

や大井町を中心とした花がきれいに咲く町並み整備を

今年も実施しています。花を植え、手入れをすること

で、恵那市の景観も良くなり、また自然と道端のごみ

も減りより一層きれいな町になってきたようなそんな

実感をしておりました。

　私たちは恵那の町を美しく活性化させようと活動し

てきましたが、先日、花に散水する水桶が数個壊され

ていました。とても残念な気持ちでいっぱいです。

　これからは私たちの気持ちを酌んで、壊さないよう

にしてください。

□問い合わせ　花のまち恵那　代表　丸山朝夫�２６-

１２００
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ふるさと応援歌「ささゆりの里」

発表歌謡祭
　ふるさと応援歌「ささゆりの

里」は、市の花「ささゆり」を

テーマとし、恵那市をＰＲする

歌として製作したものです。８

月５日に全国発売するのを記念

し、市内で発表歌謡祭を開催し

ます。市民の皆さんに口ずさん

でいただくと共に、全国に広め

ていきます。皆さんの参加をお

待ちしています。

□とき　８月１３日�

□ところ　 ▽恵那文化センター

＝午後０時半開場、午後１時開

演　 ▽サンホールくしはら＝午

後５時半開場、午後６時開演

□協力券　２,０００円　※協力券

は串原公民館、串原振興事務

所、恵那文化センターで販売。

□内容　 ▽第１部＝くしはらゆ

かりの歌手共演　 ▽第２部＝ふ

るさと応援歌「ささゆりの里」

発表（出演　嶺陽子、恵那少年

少女合唱団ほか）、地域特産品

の当たるお楽しみ抽選会

□問い合わせ　串原振興事務所

振興課�５２-２１１１、恵那文化セ

ンター�２５-５１２１

法律相談（要予約）
４日�・１８日�午後１時
～４時。中公民館相談室。
申し込みは総務課（内線
 ３０７）へ
 １１日�午後１時～４時。
岩村振興事務所相談室。
申し込みは岩村振興事務
所振興課�４３-２１１１（内線
２６１）へ
２５日�午後１時～４時。
山岡振興事務所小会議
室。申し込みは山岡振興
事務所振興課�５６-２１１１
（内線１０９）へ
行政相談
４日�午前９時～正午。
中公民館相談室。総務課
（内線３０７）
２４日�午後１時～３時。
山岡公民館。山岡振興事
務所振興課�５６-２１１１（内
線１０９）へ
９日�午後２時～４時。
明智公民館。明智振興事
務所振興課�５４-２１１１（内
線１１３）へ
１０日�午後１時～３時。
本郷公民館。上矢作振興
事務所振興課�４７-２１１１
（内線２３）へ
人権相談
 １０日�午後１時～３時。
中公民館相談室。総務課
（内線３０７）

福祉総合相談
毎週月曜日～金曜日午前
９時～午後４時。市役所
２階　直通�２６-２２１２
結婚相談
２６日�午後２時～４時。
岩村公民館２階第二会議
室。少子化対策推進室
（内線２２９）
交通事故相談
２日�・１６日�午前１０時
～午後３時。総合庁舎内
相談室�２６-１１１１
消費生活相談
毎週月・火・木・金曜日
午前９時～午後４時。東
濃地域振興局恵那事務所
振 興 課 �２６-１１１１ （内 線
４４４）
子供の言語・発達相談
毎週水曜日午後１時～４
時。養護訓練センターに
じの家�２０-０２６０。予約
が必要
※　　※　　※

市民なんでも相談
・心配事、困りごとの相 
　談
・介護相談
・ボランティア相談
家庭児童相談
　詳しくは同時に配布す
る「いっしょに手をつな
ご」をご覧ください。

伊勢型紙で染め付け体験
工芸の館土佐屋
　

　工芸の館土佐屋は、昔の紺屋（染物屋）。明

治以前の古い伊勢型紙を使って、はがきに 藍 
あい

という植物からとった青い染料で染め付けの

体験ができます。簡単ですので小学生の方も

大歓迎。ぜひお出掛けください。

□とき　７月１日以降毎日（水曜日は休館）

午前９時半～午後４時半

□ところ　工芸の館土佐屋（岩村町）

□費用　１００円（はがき２枚）

□所要時間　１０分程度

□問い合わせ  工芸の館土佐屋�４３-３４５１

案 内案 内

　生活排水対策「ブルーリバー

作戦」の一環で本年度も食用廃

油（てんぷら油）の回収を行い

ます。期間中に定められた回収

場所へ持参してください。集め

られた廃油はバイオディーゼル

燃料として再利用されます。

　南部５町でも本年度から各振

興事務所で回収を開始します。

□とき　①８月１９日～２１日　②

９月９日～１１日　③１０月７日～

９日　④１１月１１日～１３日　⑤１２

月９日～１１日（毎月１回土曜日

から月曜日の３日間設置）

□注意　

△

パン粉や天カスなど

の固形物はこしてください　

△

廃油入れとして使用した容器は

持ち帰ってください。　

△

次の

廃油は回収しません　①油処理

剤が混入したもの　②業務用に

使用した廃油　③自動車および

機械廃油　④水分が混入してい

る食用廃油

□問い合わせ　環境課政策係

（内線１８８）

□回収場所
岡瀬沢西集会所、丸池自治会館、総合福祉センター大井町
市役所会議棟横、正家公民館、中野会館、アグリパーク恵那
総合管理センター、千田公民館

長島町

上組公会堂、東野公民館東野
三郷公民館、野井公民館三郷町
旧武並振興事務所、武並公民館、武並コミュニティセンター武並町
毛呂窪公民館、笠置事務所、河合公民館笠置町
２区公民館、中野方公民館、９区公民館中野方町
飯地公民館飯地町
岩村振興事務所岩村町
山岡保健センター山岡町
明智振興事務所明智町
串原振興事務所串原
上矢作振興事務所上矢作町

□その他回収施設（随時回収します）

午前１０時～午後７時（月曜定休）
モグハウス・エンジェル桜台店
長島町永田城ケ洞３３２-２９０�２０-０２６１

午前１０時～午後４時（月曜定休）
モグハウス・エンジェル千田店
長島町久須見１０７５-４�２６-１９９１

午前９時～午後５時（開所日のみ・
要確認）

恵那たんぽぽ作業所
長島町久須見１０８３-３５�２６-４３５６
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８月は市民サービス向上月間

アンケートにご協力を
　市では、窓口サービスに関す

る市民アンケートを実施しま

す。これは市役所窓口にお越し

の皆さんの満足度を定期的に測

り、窓口サービスを改善してい

くために行うものです。

　昨年度策定された行財政改革

行動計画では、平成２２年度の来

庁者満足度８０㌫ が目標。この実

現を目指して、窓口応対の向上

や、案内表示の充実、手続きの

簡素化・集約化、窓口サービス

時間の拡大検討など、総合的な

改善策を実行していきます。特

に８月は市民サービス向上重点

月間として、職員意識と実際の

サービス向上の両面からワンラ

ンクアップを目指します。

　アンケートは、市民満足度の

現状を知り、サービス改善の資

料とするものです。市役所と各

振興事務所の窓口で行いますの

でご協力をお願いします。

□期間　８月１日�～１５日�

□方法　窓口でアンケート用紙

をお渡しします。ご記入の上、

回収箱に入れてください。

□結果　広報えなと市ホーム

ページで公表

□問い合わせ　企画課行財政改

革推進係（内線３３２・原田）

事業所の皆さんへ

統計調査にご協力を
　１０月1日現在で、平成1８年事

業所・企業統計調査が全国一斉

に実施されます。

　この調査は、商店や工場、営

業所、事業所、銀行、学校、旅

館、学習塾、病院、寺院など、

すべての事業所が対象となる大

規模な統計調査です。

　調査の結果は、国や都道府

県、市区町村などがこれからの

行政を考える重要な基礎資料と

して活用されます。

　９月下旬から各事業所に「調

査員証」を携行している調査員

がお伺いし、調査票の説明とと

もに調査票へのご記入をお願い

します。時間はお掛けしません

ので、ご協力をお願いします。

□問い合わせ　企画課政策調整

係（内線３３１）

市役所本庁舎

大規模改修工事を実施
　市役所本庁舎は市行政の中枢

機能を有し、災害時の防災業務

の拠点施設として重要な役割を

担っていますが、昭和４６年に建

設され施設および設備の老朽化

が著しくなっています。

　平成１０年度に耐震診断を実施

したところ、市庁舎として十分

な耐震機能を有していないこと

が判明しました。この結果を受

け、免震措置による耐震補強工

事を実施します。

　期間中は、庁舎周辺や通路の

利用制限を行うなど来庁者の皆

さんにはご不便をお掛けする場

合があります。ご理解とご協力

をお願いします。

□期間　平成１８年７月～平成１９

年３月

□場所　市役所本庁舎

□内容　耐震補強、内部改修、

給排水衛生設備（トイレ、水

道）、空調設備

□問い合

わせ　財

務課管財

係（内線

３５６）

市の人口（７月１日現在）
　総数 ５７,０３１人 （＋６） 世 帯 数 １８,７７９（＋１８）
　男 ２７,６０１人 （＋１７） 女 ２９,４３０人（－１１）
（　）内は前月との比較
□市内の交通事故（６月）
　人身事故 １６件（１１４件）　負傷者 ２1人（１４９人）
　物損事故 １３５件（８８２件）　死者 ０人（０人）
□市内の火災（６月）
　建物 ２件（６件）　その他 ０件（１６件）
□救急車出動回数（６月）
　１４１回（９５７回）
（　）内は１月からの累計

案 内

▲市役所本庁舎

【次回の広報えな】　次回は８月１日号に

なります。８月１日�と２日�にかけ

て各自治会長さんのお宅へお届けしま

す。


